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0，  i％ β一メ ル カ プ トニ タ ノ ール （pH　8．2） に 対 し

て 透析 し，可溶分画 （FrI ），．と 不溶分画 （Frl ）

を得た 。
FrI とFrI の 成分 に つ い て 検討 した 。

FrI

を シ 。糖密度勾配超遠心 す る と ， 30S ダ ィ＝＝v ，14

S ダ イ　＝＝ン
，

4S タ ン パ ク に分画 さ れ る 。
30S ダ ・f

ニ ソ 分画 に 強 い ATP ： AMP −phosphotransferase活

性 （以 後 ，ミオ キ ナ ーゼ と略） が み られ た。こ の 活

性は ，
14S と 4S の間の 分画に もわずか に み られ

た。GDP キ ナ
ーゼ 活性は，14S と 4S の 間 に の み

み られ，こ れ らの こ と か ら 14S ダ イ ； ソ は， ミオ

キ ナ
ーゼ

，
GDP キ ナ

ー
ゼ を含ん で い な い

。　Fr　I を

ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ トを 用 い て 分画す る （リ ソ 酸

緩 衝液 0，1M か ら O．6M ，　 pH 　7．5）と ，
　 ATPase 活

性は ，リ ン 酸濃度 0．32M で 液出 さ れて くる。こ れ

を シ 。 糖密度勾配超遠心 す る と ， 3  S に の み タ ソ パ

ク ピーク お よ び酵素活性 ピ ークが あ っ た 。
14S ダ ィ

＝ン が 30S に 移行し た と思 われ る が 検討 中で あ る。

ミオ キ ナ
ーゼ は リ ソ 酸濃度 0．2M で わずか に ，

0、32

M で 大部分 （90％以上 ） が 溶出 され て きた。ハ イ ド

ロ キ シ ァパ タ イ トを用い て ATPase は約 4倍と濃縮

され た が ， ミオ キ ナ ーゼを 除くこ と は成功 して い な

い 。
Fr 亙は ， 強 い GDP キ ナ ーゼ お よ び ミ オ キ ナ ー

ゼ 活性 を示 した 。
ミ オ キ ナ

ーゼ の 約 90％は ，
F唖 を

0，6MKC ！で 処理 す る こ とに よ り抽出され た 。
こ の

ミオ キ ナ ーゼ は ， Frl の ミオ キ ナ
ーゼ と同 じ 2 つ の

大き さ を 持 o て い る が ，
ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ トに

よ る分 画で は ，
0．2M リ ン 酸濃度 で 約 7 割が ， 0．32

M で 3 割が 溶出され て き た 。
こ の Frl との 差異を

検討中で あ る 。 タ ン パ ク ，
ATPase ，ミ オ キ ナ

ーゼ
，

GDP キ ナ
ーゼ の分布は ，

　 Fr　lfFr　ffで ，そ れ ぞ れ ，

57．5％／42．5％ ，　94．5Y5．5，　78．4！21．6，　15．5i84．5，

で あ っ た 。
1 鋭 MTris −HCI（pH 　8．2） 下 で ，14S お

よ び 30S ダ ・fニ ン に Ca＋ ＋

，
Mg ＋ ＋

を力口え る と ，
5mM

−・7　mM で 4 割か ら 6割 が 沈澱 し，さ らに イ オ ン 濃

度を上 げ る と再 び 可 溶 化 して ，
50　mM で 7 〜8割

が上清 に き た。

ウ ニ 卵表 層 の ATPase

馬渕
一誠 （東京大学理 学部生物化学教室）

　ウ ニ 卵表層 の KCI 可溶性分画に ， 胞細分裂周期

に 伴 な い活｛の 変動す る ATPase が 存在す る こ とが
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三 木 に よ り報告さ れ て い る。こ の 変動は表層 タ ソ 白

（CP） の SH 量 の 変動 と全 く平行 して お こ る の で ，

表層 の ATPase あ性質を調 べ
， 更に CP との 相 互作

用を調 べ た。

　単離 した ウ ニ卵 （中期）表層 の 低 イ オ ン 強度不溶

分画を O．6M 　KC ！　510　mllf 　Tris（pH ＆ 2）で 抽 出し ，

抽 出物を 10万 g ， 90 分遠 心 して 上 清を とる 。
こ の・

上 清 に は全 表層 ATPase 活性の se〜60％ が 含 ま れ

る 。
こ れ を 更 に 55％ 硫 安飽和 と して 沈澱す る 分画 を

とり， 5〜20％ 庶糖密度勾配 （O、・6MKC1 を含む）

icの せ て 6万 9千 g ，
30時間遠 心 し ， 活性 の ピーク

を とる 。 こ う して 得 られ た ATPase 分画 は 比 活性

O．　es〜o．15μindes 　Pilmg ！ntin で あ り， 表層か ら lb

倍以上 に 精製さ れ た 。

　表層 ATPase は ，上 記遠心 に よ り沈降定数 12．2S ・

で あ っ た 。
Mg2 ＋ ，CaZ＋

に よ り 同 様 に 50　mM で 最大

活性化 を受け る　（Mg
，＋

が Ca2＋

よ りや や 有効で ，

10 祕 fで の 活性の 比 は CalMg ＝ 。86）。 ま た 1mM

EDTA に よ り完全 IC失活す る 。 至適 pH は 7．0 と

10．　0
， 至適 イ ォ ン 強度 は O．　3 付近 に あ る 。 基質とし

て は ATP に 非常に特異的 で あ り， 他 の NTP は ATP

に 比 し 3 〜 16％ しか 分解 さ れない 。フ ォ ス フ ァ ター

ゼ 活性は全 く見 られ ず ， ミ オ キ ナ
ーゼ 活性 も殆 ん ど

な い 。ま た ATP に 対す る Km は 5×　le”『M で あ っ

た e ま た，0．85moles ！mg 　pretein の PCMB ‘こ よ

り 37％ の 活性化 ， そ れ以上 で は 急激な阻害 が み ら

れ た 。
こ の ATPase に CP を加 え る と 30％ 程度

の 活性 の 上 昇がみられた 。 還元し た CP はよ く活性．

化 （30〜40％） し，酸化 し た GP は若干阻害 した 。

また ， 低イ オ ン 強度 で CP と ATPase の 結 合 が み ら

れ ，
こ の 結合は Ca2＋

，
Mg ’＋

，
KC1 に よ り促進 され た ひ

　 以 上 の こ とか ら， 表層 ATPase は dyneinに 似 た

性質を持 っ て い る とい え る 。 また ， 分裂周期 に 伴 な

う ATPase 活性 の 変動は CP の SH 量の 変動 に よ

っ て ひ きお こ さ れ て い る もの と 考 え られ る 。

ウ ニ 精子 の べ ん 毛 ATPase 　III．べ ん 毛 ATPase の

の ト リプ シ ン 分 解

小川和男 （東京都立大学理 学部 生 物学教室）

　ウ ニ 精 子 の べ ん 毛 ATPase は ATP を分解す る

酵素的性質と微小 管 と 結含 す る携造 た ん ぱ く質的性
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質をも っ て い る。（Ogawa 　and 　Mohri
，
　B．　B．　A ．

，
256

（ユ972）142− 155）。
べ ん 毛 ATPase の 粗抽出液に

ト リ プ シ ン を作用 させ る と元 の ATP 旦se よ り大 き さ

が 小 さ な た ん ぱ く質が 得 られ た 。
こ の た くばく質 は

iragment−A と呼 ぶ こ とに す る 。 2 回 の Sepharose

・4B カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ
ィ
ーで 得 られ たfragment−

A は デ ィ ス ク電気泳動 で main 　band が 1 つ 得られ，

こ れ は ATPase 活性 で 示 され た band と一
致 した

。

デ ィ ス ク電気泳動， Sepharose　 4　B カ ラ ム ク ロ マ ト

グ ラ フ ィ
ー

で fragment−A は元 の ATPase と比較 し

て 大 き さ が 小 さい こ とが 判明 した。庶糖密度勾配遠

心 で は両者は同
一

の 沈降定数 10．　8S をもって い た 。

こ うした結果 は，べ ん 毛 ATPase お よ び fragment −一

．A が 球状 た ん ぱ く質 で は な い こ とを示 して い る と推

定 さ れ る 。

　 Fragment−A を徴小管 と
一

緒 に し二 価 イ オ ン を加

え た が ，
fragment−A は 微小管 と 再 結合 し な か った 。

伺 じ バ ッ チ の 微小管を使 ウ て ，ト リ プ シ ン 処理 して

い な い べ ん 毛 ATPase と混 ぜ る と，　 ATPase は再結
．
合 し た

。 した が っ て 微小 管 は再結合能力とい う点で

慰活性がある の で ，fragrnent−A は再結合能力がな

い と結論 さ れ た。

　Fragment ・A は微小 管 た ん 【ごく質 に よ っ て ATPase

活性 が 増加 した eB
一チ 」．　一ブ リ ン と A 一

チ ュー
プ ル

に 分 け た場合，前者 の 方 が 活性化能力が 高か っ た e

　 こ れ らの 実験結果をもとに して，べ ん 毛 ATPase

が ア
ー

ム に 相当す る と考 え た 場合 ， ア
ー

ム の 先端部

分 に ATPase 活性 を も っ た 部分が存在す る と推定 し

た 。

ウ ニ の チ ュ
ービ ュ リ ン と ア クチ ン

毛利秀雄 （東京大学教養学部生物学教室）

　 微 小 管 を 構成す る タ ソ パ ク 質で あ る チ ュ

ー
ビ ュリ

ソ は ， い くつ か の 性質 が ア クチ ン と似 て い る の で ，

現在 で もア ク チ ソ の 1 種 で は な い か とす る考え が根

強 く残 っ て い る
。

こ れ に 反 論す る に は ， 両者を同 じ

．動物か ら と っ て 比較す る こ と が 必要で あ る。そ こ で

ウ ニ の 囗 部 筋 肉 よ り ア ク チ ン を分離し ， ウ ニ の 精 子

鞭毛の チ ューピ
ュ リ ン と比 較 した 。

　 ま ず チ ュー
ビ ；リ ン の 分 子 量 は ， 超遠 心 法 ・SDS

ゲ ル 電気泳動法い ずれ に よ っ て も 5 〜 6万で あ り，

ア ク チ ン の 4 万 5 千 よ り大きい
。 ア ク チ ン と の 類似

が強調 され た ア ミ ノ 酸組成で も， チ ＝一ビ ュ リ ン 同

志 （euter 　fiberの A 小 管
・B 小管よりえ た A ・B ・両

チ ェ

ー
ビ ュリン ）で は 数種 の ア ミ ノ 酸が異な るに す

ぎ な い が，チ ュービ ＝リ ン と ア ク チ ン で は ほ と ん ど

の ア ミ ノ 酸 に わ た り数％以 上 の差が み られ る 。 統計

的方法に よ っ て も，チ ュー
ビ ＝リ ソ と ア ク チ ン の 問

に は有意義な差 が あ っ た。さ らに 両 タ ソ パ ク 質を ト

リ プ シ ン また は プ ロ ナ ーゼ で 消化 した もの の ペ プ チ

ド マ
ッ プ は あ き らか な違 い を み せ た 。と こ ろ で あ る

タ ソ パ ク 質を ア ク チ ン と同定す る に は，ミオ シ ソ と

まぜ て ， 低塩濃度 で の ATP に ょ る超沈澱 や Mg −

ATP ア ーゼ の活性化 ， 高塩濃度 で の ATP に よ る粘

度降下 を み るの がふ つ うで あ る 。 チ ＝一
ビ ュリ ン は

変性ア ク チ ン で は な い か と い う疑い を 消すた め に ，

表面活性剤 や EDTA な ど を使わな い よ うに，グ リ

セ リ ン 処 理 鞭毛を 0．6M 　KCI で 処理す る とい う方

法 で 微小管を分離 し，こ れ を材料に 用い た 。 こ うし

て 調製した チ ュー
ビ ニ リ ン は ，超沈澱様 の 現象は 示

した が，他 の 反応 は示 さ か っ た 。 韃毛 の ア セ ト ソ 粉

末より ATP とシ ス テ ィ
ソ で 抽 出 し た タ ン パ ク 質

（チ ュービ ュリ ン に 他 な らな い ）も同様で あ っ た e こ

の ほ か抗 チ n
一ビ ュリ ン 血清は ア ク チ ン と 反応 しな

い こ とな ど，い ろ い ろな 証拠か ら，チ ュービ ュリ ン

は ア ク チ ン と似 て は い るが 異 な る タ ソ パ ク質 で あ る

と い うこ と が 確 か め られ た 。

金 属 イ オ ン に よる精子 ペ ン 毛 タ ン パ ク の 構造変化

森沢正昭 （東京大学教養学部生 物学教室）

　 ウ ニ 精 子 ベ ン 毛 の axoneme 懸濁 液に 0．05　mM

Zn また は Cdを加え る と ， 濁度 が 減 衰しな が ら周 期

的 に 変化す る。一
度減衰消失 した こ の 変化 は 同濃度

の ATP の 存在下 で 回復す る 。
こ の 変化は熱処 理 ，

音波処理 ，尿素処理 に よ っ て 消 え て ゆ く こ と か ら生

理 的意味 を もつ と考え られ る。そ こ で，円 蝙光二 色

性 に よ っ て ， Zn，　Ca，　Mg お よ び ヌ ク レ オ チ ド に よ る

ペ ン 毛 タ ン パ ク の 二 次 溝 造変化 を し らべ た 。

　Axoneme ，微小管 は おの おの，25％，15％，前後 の

α
一helix を含む 。 こ れ らの 試料 に Zn

，
Cd

，
Hg ．を加

え る と α
一helix は減少す る が，さ らに ATP を加 え

る と回復す る 。 しか し他 の 重金 翼 で は こ の よ う な変

嵶

■

●
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